
 

 

５ 学校アクションプラン 

令和５年度 中央農業高等学校アクションプラン －１－ 

重点項目 学習活動（一人ひとりの意欲を高める効果的な学習活動） 

重点課題 学習習慣の確立と学習意欲の向上 タブレットを活用した授業の取り組み 

 

 

  

現  状 

 

 

 

生徒たちの学力差が大きく、より生徒
の実態に応じた指導が大切であると考
えている。 

生徒の学習状況を調査すると、予習復
習等の自学自習は行っていない、学習方
法がわからない、と回答した生徒が多か
った。自学自習を習慣化させ、学力の向
上を図る必要があると考える。 

 タブレットを用いた授業が多く実施され
るようになり、生徒たちは操作等に抵抗な
く取り組んでいる。昨年度末のアンケート
調査では、「タブレットを用いた授業はわ
かりやすい」と回答した生徒が大半であっ
た。 

今年度も継続して生徒が主体的に学習活
動に取り組むことができるタブレットの適

切な活用法を推進していかなければならな

い。  

 

達成目標 

 

・躍進賞獲得（２回目の成績が２０点以
上アップ）・・学年３０％以上 

・優秀賞獲得（ポイント３０点以上） 

        ・・・学年５０％以上 

・タブレットを適切に活用できる。 

・・・１００％ 

 

 

 

方  策 

 

 

 

・ポイント制の継続 

  課題の提出状況、得点の伸長状況、 

 自学自主の取り組み状況によりポイ
ントを付与し、可視化する。 

・自学自習の取り組み 

  自学自習ノートの配布 

・学び直しの科目「中農チャレンジ」の 

 見直しと他教科との連携 

・学期毎にアンケートを実施し、理解でき

ていない生徒には、研修会を行ったり、授

業中に重点的に指導したりする。 

・必要に応じ、「農業と情報」の授業と連
携をとりながら指導していく。 

・互見授業を行い、教員間でタブレットの
効果的な活用法を共有する。 

    

令和５年度 中央農業高等学校アクションプラン －２－ 

重点項目 学習活動（農業教育の充実（個々の能力を最大限に伸ばす）） 

重点課題  「資格取得と客観的評価」と「アグリマイスター顕彰制度の活用」 

現  状 

昨年、資格取得に対する具体的目標を示したが、指導体制や各職員、各学年の資格

取得に対する意識が統一されていなかった。このことにより、日頃の農業教育によ

る学習効果が十分に発揮されていなかった。 

達成目標 

（１）１学年「日本農業技術検定３級合格」学年取得率 ２０％以上  

２学年「日本農業技術検定３級合格」学年取得率 ３０％以上 

３学年「日本農業技術検定３級合格」学年取得率 ４０％以上  

      「同上２級」        学年合格者 ３名以上 

（２）生徒が１年間で１つ以上の検定合格や資格を取得する。取得割合６０％ 

（３）アグリマイスター顕彰制度による認定者数 

  プラチナ３名、ゴールド３名、シルバー３名以上 

（４）とやま高校生マイスター認定者の輩出 

   各コース１名以上 

方  策 

・各種検定の実施日、補習日程については保護者・生徒に連絡する。 

・各種検定の指導体制については事前に校内資格習得推進会議・農業科会議で検討

する。 

・各種検定取得のメリットを理解させ、より多くの検定受検に挑戦するようにクラ

ス担任、生徒に意識的に働きかける。 

 

 



 

 

         

令和５年度 中央農業高等学校アクションプラン －３－ 

重点項目 学校生活（自己責任を考える） 

重点課題 

・民法改正による 18歳成人引き下げに伴い、生徒自らが自己の行動に責任を持つこと
ができる。（自己責任） 
・信頼される中農生として、学校生活３か条「挨拶をする、服装を正す、時間を守る」 
を意識できる。（時間の管理） 
・登下校時において交通事故の危険を回避することができる。（命の尊さを考える） 

現  状 

・概ね学校ルールを遵守できている。自分自身の行動の一つ一つの結果までを考え 

るまでには至っていない。 

・学校生活３か条は、過去の取り組みから、年々意識向上している。今年度もこれ 

らを定着させるために、粘り強い指導を継続する。 

・交通安全への意識は十分とはいえないため、継続的に指導する。 

達成目標 

・自己責任について考えることができる。 

・時間管理がしっかりできる 

［達成目標］：生徒へのアンケートにお

いて達成できた９０％以上 

・自転車、歩行による交通安全意識の向上 

［達成目標］：交通ルールを守る意識 

事故件数 ゼロ 

方  策 

・アンケートの実施 

・各学期の始業式と終業式および、大型  

 連休前に校則の遵守指導を実施 

・生徒会執行部と希望者による平日8:00

～8:20 に寮から本館の渡り廊下付近

にて「あいさつ運動」を通年実施 

・生徒会執行部を中心に時間管理や自己

責任の啓蒙活動を実施。 

・ＨＲ会長、風紀委員を中心に生徒への

呼びかけを実施。 

・交通安全教室において意識調査の実施 

・全体への指導：各学期の始業式と終業式 

および大型連休前に交通安全指導を実施 

する。 

・交通安全街頭指導の継続 

（中農坂～福沢地内） 

・校地内（中農坂～T 字路まで）の自転車運 

転の禁止と安全点検の徹底 

 

 

令和５年度 中央農業高等学校アクションプラン －４－ 

重点項目 学校生活（寮生会活動の活性化について） 

重点課題 

・寮生会が主体となって、寮生の安心と安全を保障し、且つ充実した生活を送る
ことができる寮運営を進める。 
・寮生一人ひとりの意識の向上と寮生会活動の改善。 

現  状 

 現在、寮生会の諸活動および、寮内のルールは、主に教員が中心となって計画・

運用されている。寮生の自治組織である寮生会が主体となって、行事の計画、立案

及び運営していく体制を整えるとともに、自らルールを設定し、全寮生へ周知、徹

底を図ることを目標とした、寮生会運営を望むところである。以上のことから、下

記の通り、対策を講じていきたい。 

対策１『 寮生会役員会について 』 

定期的な役員会を設定し、諸行事と規則についての話し合いの場を設ける。話し

合われた内容をまとめ、寮生への周知の仕方等について検討させる。 

対策２『 寮生集会について 』 

 毎週月曜の夜に集会を設け、役員会で諮った内容を周知させるとともに、組織的

な運営の仕方について、学ぶ機会とする。 

達成目標 
①月１回の寮生会役員会の実施と毎週月曜の夜に寮生集会を実施できる。 
②寮生が主体となって行事等を企画、立案、運営することができる。 

方  策 
・寮生会顧問および寮務部職員が中心となって指導し、活動を具体化させる。 

・寮生全員が協力し、寮運営が進められるよう奮起を促す。 

 



 

 

 

 

令和５年度 中央農業高等学校アクションプラン －５－ 

重点項目 進路支援（生徒一人ひとりのキャリア発達を促す） 

重点課題 進路先の確保、インターンシップ体験率の向上 

現  状 

 本校は農業をはじめ多様な分野へ就職または進学をしている。そのため生徒自身
が各自の適性を理解するとともに進路意識を高めることによる適切な進路決定を目
指し、主として２年生の夏季休業中にインターンシップを実施している。未体験者
についてはその後の長期休業中での実施を勧めているが、３年生での実施は難しい
場合が多いため、できるだけ２年生で体験することが望ましい。 
 また生徒の希望に沿った進路先を確保するためにも、前年度生徒の就職先を中心
に企業訪問を行い、相互の情報交換に努めている。 
 ・過去３年間のｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実施状況      （※数字は各年度 2 月調査のもの、分母は在籍数） 

 第２学年まで 
の体験者数 

R元年度 
33／48 人 
(６９％ ) 

R２年度 
46／57 人 
(８１％ ) 

R３年度 
34／41 人 
(８２％ ) 

R４年度 
24／37 人 
(６５％ ) 

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 

第３学年まで 
の体験者数 

R２年度 
38／47 人 
(８１％ ) 

R３年度 
47／56 人 
(８３％ ) 

R４年度 
36／41 人 
(８８％ ) 

 

 

達成目標 ３年生の進路先決定率１００％、２年生のインターンシップ体験率９０％以上 

方  策 

・生徒が就職を希望している企業等への訪問を早期（５月頃）に行う。 

・進学希望者の個別受験指導について早めに計画し進めていく。 

・インターンシップについては、各生徒の担当者を明確にし、積極的に体験できる

ようはたらきかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


